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平成29年度　公益財団法人長野市スポーツ協会表彰
　3月22日（木）、勤労者女性会館しなのきにおいて功績者表彰の授与式が行われました。功労（個人）3人、功労（団体）
3団体、栄光81人、勲功8人が栄誉に輝き、加藤久雄会長（長野市長）からそれぞれ表彰状及び副賞が授与されました。

長野市民のスポーツ振興、競技水準の向上及びこの法人の発展のため、特に功労のあった者功 労

オリンピック出場（スキー競技）
竹内　　択 岩渕　香里 渡部　暁斗 渡部　善斗 渡部由梨恵
オリンピック出場（スケート競技）

小平　奈緒 加藤　条治 山中　大地 一戸誠太郎

市陸上競技協会
北沢　凜夏 仁科　玲美 高山　史歩 齊藤舜太郎 常田　龍輝 宮岡万優莉 片桐　悠人
玉城　善多 和田　啓汰 甲田　基也 小林　周平 宮下　　翼 唐澤　花実 太田　杏優
和田　有菜 高松いずみ 臼田　彩花 小林　成美 中平　あみ 橋本　龍星 髙橋　勇輝
市 水 泳 協 会

須藤　美紅 石坂　夏鈴 栁沢　　魁 矢嶋健太郎 林　　哲也 清水　花峰 菅沢　　凜
阿部　紗和 堀内　太亮 中村　　匠 秋元　大智

競技会において、特に優秀な成績を収めた者栄 光

市 卓 球 協 会
三島　　漣 半田　知宏 青木　菊乃 塚田　桜姫
市 剣 道 連 盟

小山　敦啓 宮下　昂大 藤本　悠佑 星川　航輝 伊藤　　駿
小平　隆登 鈴木　悠真 小林　萌音 鈴木　　応 小林　聡太
山口　泰知 横田　寛大 寺島　涼香 小坂　美穂 木下　小波
山田　真愛 高橋　　舞 須坂　喜江 志村　圭一 森角　智慈

栄光表彰に該当する選手、チームを育成し、かつ当該競技団体の発展に寄与している者勲 功

［個人］
轟　　正満（市体操協会）　　宮下　重敬（市弓道連盟）　　伊藤　昭正（市ソフトボール協会）

［団体］
北野建設株式会社　　　　　株式会社電算　　　　　　　栗田病院

下條　正紀（市陸上競技協会）　　　　　登玉　貴子（市陸上競技協会）　　　　　松尾　勇貴（市陸上競技協会）
掛川　和彦（市陸上競技協会）　　　　　田邉　健介（市陸上競技協会）　　　　　野村　佳菜（市水泳協会）
市村　佳一（市弓道連盟）　　　　　　　依田　房生（市剣道連盟）

オリンピック出場（スケルトン競技）
髙橋　弘篤 小口　貴子 狩野　　亮

パラリンピック出場（スキー競技）

北野建設株式会社スキークラブ
荻原　健司 田島あづみ

小賀坂スキークラブ

市 弓 道 連 盟 市スケート協会
笠井　信夫 和里田凌太 宮澤　達也 小山　香月 藤原　美来 杉田　駿介
市バウンドテニス協会 市アイスホッケー協会

南　　雄輔 篠崎　俊久 小林　典子 大町　典聖 戸津　　平
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平昌オリンピック・パラリンピック冬季競技大会
　2018年平昌オリンピック・パラリンピック冬季競技大会では、長野市から12人の選手が出場され、熱戦が繰り広げられま
した。当協会では長野市と協力して、長野駅自由通路へ応援フラッグを設置し市内在住の出場選手を激励いたしました。

オリンピック競技大会
スキー競技
竹内　　択 岩渕　香里
渡部　暁斗 渡部　善斗
渡部由梨恵

スケート競技
小平　奈緒 加藤　条治
山中　大地 一戸誠太郎

スケルトン競技
髙橋　弘篤 小口　貴子

パラリンピック競技大会
スキー競技
狩野　　亮

写真は、他の競技大会や練習風景であり、各所属団体等から提供いただいたものです。

▶入賞者は下記のとおり

順位 氏　名 所　属 競　技 種 別 種 目
1

小平　奈緒 相澤病院 スケート スピード
スケート

500m
2 1000m
6 1500m
2

渡部　暁斗 北野建設㈱ スキー ノルディック
複合

男子ノーマルヒル
4 団体
5 男子ラージヒル
4 渡部　善斗 北野建設㈱ スキー ノルディック複合 団体
5 山中　大地 ㈱電算 スケート スピードスケート 500m
5 一戸誠太郎 信州大学 スケート スピードスケート チームパシュート
6 竹内　　択 北野建設㈱ スキー ジャンプ 団体
6 加藤　条治 （一財）博慈会 スケート スピードスケート 500m

順位 氏　名 所　属 競　技 種 別 種 目

5
狩野　　亮 ㈱マルハン スキー アルペン

男子スーパー
大回転座位

5 男子大回転座位

撮影：薬師洋行

SAJ30 承認第00670号

小平奈緒 選手

加藤条治 選手

山中大地 選手

一戸誠太郎 選手

狩野亮 選手

渡部由梨恵 選手

髙橋弘篤 選手

小口貴子 選手
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　第72回国民体育大会が、9月30日（土）〜 10月10日（火）
の11日間［水泳･弓道･カヌー競技9月9日（土）〜 17日（日）
の9日間］愛媛県下において開催されました。長野市から
は監督･選手総勢48人がこの大会に臨みました。

第72回国民体育大会（愛顔つなぐえひめ国体）

第73回国民体育大会冬季大会長野市壮行会
富士の国やまなし国体：スケート競技　　氷闘かながわ･よこはま国体：アイスホッケー競技
にいがた妙高はね馬国体：スキー競技

　1月25日（木）情報交換会（新年会）と併せて、国民体
育大会冬季大会出場者壮行会が行われました。また、
出場の監督・選手の皆様には激励金を贈呈しました。

スピードスケート  ㊬=監督
小島　 良太 井出敏彦 ㊬ 辻本　 有沙
伊藤　 誠悟 杉田　 駿介 藤原　 未来
小山　 香月

フィギュアスケート
村田光弘 ㊬ 山中　 里紗 滝沢 帆乃夏

アイスホッケー
酒井大輔 ㊬ 戸津　　 平 大町　 典聖
市川　　 翼 青木 優之介 渡邊　 晴紀
小林　 龍平 宮下　 祐真 齋藤　 鴻我
中島　　 慧

ス キ ー
三上　 正人 田島 あづみ 西条 己智男
佐鳥　 一樹 川浦 あすか 作山　 憲斗
荻原　 健司

▶入賞者は下記のとおり

順位 氏　名 所　属 競　技 種 別 種 目
1

辻本　有沙 ㈱電算 スピード
スケート

成年
女子

1000m
1 1500m
1 リレー
1 小山　香月 長野東高校2年 スピードスケート 少年女子 1500m
2 小島　良太 信州大学1年 スピードスケート 成年男子 リレー

2 作山　憲斗 北野建設㈱
スキークラブ スキー 成年

男子A
スペシャル
ジャンプ

3 小山　香月 長野東高校2年 スピードスケート 少年女子 3000m

5

戸津　　平 長野県信用農業
協同組合連合会

アイス
ホッケー

成年
男子

大町　典聖 ㈲八幡屋礒五郎
市川　　翼 ㈱藤屋
青木優之介 長野市役所

6 田島あづみ 小賀坂
スキークラブ スキー 成年

男子C
ジャイアント
スラローム

6 荻原　健司 北野建設㈱
スキークラブ スキー 成年

男子Ｂ コンバインド

8 小島　良太 信州大学1年 スピードスケート 成年男子 1500m
8 伊藤　誠悟 屋代高校2年 スピードスケート 少年男子 1500m
8 杉田　駿介 長野東高校3年 スピードスケート 少年男子 10000m

8 三上　正人 小賀坂
スキークラブ スキー 成年

男子B
ジャイアント
スラローム

▶入賞者は下記のとおり（名簿はスポーツナガノ第29号に掲載）

順位 氏　名 所　属 競　技 種 別 種 目
2 和田　有菜 長野東高校3年 陸上 少年女子共通 1500m

3 小林　章人 西部中学校3年 馬術 少年 二段階
障害飛越

4 小林　義彦 飯綱高原
乗馬倶楽部 馬術 成年

男子
国体大

障害飛越
5 石坂　岳斗 長野工業高校3年 水泳（競泳） 少年男子A 200m背泳ぎ
6 和田　有菜 長野東高校3年 陸上 少年女子A 3000m

7 石坂　夏鈴 神奈川大学2年 水泳（競泳） 成年
女子

200m
個人メドレー

8 小林　章人 西部中学校3年 馬術 少年 リレー
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加盟団体・登録団の活動報告

　当クラブは、創立から86年目を迎える歴史あるクラブ
です。スノースポーツの愛好者で組織され、スノース
ポーツの普及振興、技術の進歩向上を図り、スノース
ポーツの愛好者を育成し、クラブ会員相互の親和と協力
のもと地域社会貢献を目的として活動を続けております。
　主な活動としては、全日本スキー連盟公認の飯綱高原
スキー学校及び戸隠中社スキー学校の運営、スキー・ス
ノーボードの競技会の開催、スキー・スノーボードの選
手の育成強化、指導者養成、長野市スキースポーツ少年
団の指導等が挙げられます。
　2つのスキー学校では、未就学児から大人まで、それ
ぞれのレベルに応じて経験豊富な講師陣が指導にあたっ
ています。とりわけ初めてスキー・スノーボードを体験

　長野市軟式野球連盟は、全日本軟式野球連盟の末端
組織として活動しております。長野市、上水内郡内の
地域・職域により組織された社会人チーム、青少年の健
全育成と軟式野球の普及を目的とした小学生・中学生の
チームにより構成されております。平成29年度は、学童
16、中学13、一般（社会人）12チームが所属しておりま
す。
　例年、社会人は6大会。中学生は3大会。小学生は2大
会の当連盟の代表チームを
選考し、北信大会・県大会・
全国大会へとチームを送り

される場合も、なるべくリフトを使用して安全かつ楽に
滑走できるような指導を行っており、受講者からは好評
をいただいております。
　大会関係では、飯綱高原スキー場を会場とする「長野市
民スキー大会」「長野県障がい者スキー大会」等で、クラブ
会長をはじめ大勢のクラブ員が大会運営を支えています。
　また、アルペン班、ジュニア班、スキースポーツ少年
団では、年間を通じて陸上及び雪上でトレーニングを積
みながら、各種スキー大会での上位入賞を目指して練習
に励んでおり、今シーズンは国体出場選手を2名輩出す
ることができました。
　さらに、昨シーズンからスキー・スノーボードのレッ
スンと婚活パーティーを合体させた「長野ゲレコン」を飯
綱及び戸隠の両スキー場で開催しており、出会いの場を
通してのスキー場の盛り上げという新たな事業にも着手
しているところです。
　今後とも、長野市スキークラブをよろしくお願いします。

出しております。
　昨今の多様化する社会の動きの中で、メンバーが試合
に参加できず期待した結果を残すことが難しいケースも
見受けられます。また、小学生や中学生においては、メ
ンバーがなかなか集まらない状況が見受けられます。
　天皇杯を賜って大会を開催しているのは野球の分野で
は、東京六大学野球連盟と全日本軟式野球連盟の2団体
だけであります。こうした名誉ある大会を今後も支えて
いく事こそ肝要かと思います。そのためにも、野球の楽
しさ、仲間づくりの大切さなど啓発に努めてまいります。

長野市スキークラブ
総務部　小林　秀視

長野市軟式野球連盟
事務局　小林　　洋
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　日本の代表的な武道の一つ合気道は、現在世界の約
130か国に広がり、老若男女幅広い年齢層が稽古に励ん
でいます。合理的な体の運用によって相手を傷つけずに
制することを旨とし、稽古を通して心身の錬成を図るの
を目的とした現代武道で、他人と優劣を競うことはしな
いため試合や競技は行いません。体術を主体としますが
剣、杖などの武器技も行います。
　当会は設立からもうすぐ半世紀、道場には6歳から80
歳までの会員が集まり、一緒に汗を流しています。親子

　長野県ボブスレー・リュージュ・スケルトン連盟は、設
立以来、そり競技の普及・発展を目的に活動を続けてき
ました。　ご存じの通り、今年度をもってスパイラルの
休止が決定しました。国内にはスパイラルのような人工
凍結トラックがないため、そり競技の本質である氷上滑
走ができず、実質上の強化育成ができないということに
なります。とはいえ、今までの私たちの活動は決して無
駄ではなかったという自負があります。長野オリンピッ
ク以後、今回の平昌オリンピックも含め、毎回欠かすこ
となくオリンピック選手を輩出してきました。大会運営
では、国際連盟をはじめ、他国の選手役員から絶賛され
たことも大きな誇りで
す。普及活動において
は、氷上体験会を開催
し、一般の人々にそり
競技の醍醐味を味わっ
てもらったり、地元ス

会員も多く、親子4人で技術の向上や昇級・昇段を目標に
稽古に励む家族や、子どもの付き添いをきっかけに指導
員になった人もいます。県内外で行われる講習会や合同
稽古を通じた交流や、長野市武道祭などの演武会への参
加、稽古初めでの餅つき、家族参加での食事会など年間
を通して様々な行事を行っており、長野マラソンのボラ
ンティアは第1回大会から毎年参加しています。
　中学校で武道が必修科目となりましたが、合気道が採
用されている学校はまだ少ない状況にあります。技を掛
け・掛けられ、お互い協力しながらの稽古で受け身も習
得でき、怪我も少ない合気道は武道教育として適してい
ると思います。今後も合気道の更なる普及、発展に努め
てまいります。

パイラル友の会の皆様とのイベントや美化活動も積極的
に行いました。このように、長野オリンピック前は日本
における知名度が著しく低かったそり競技を、一人でも
多くの人たちに知ってもらい好きになってもらえるよう
普及活動を続け、選手の強化育成に努めてまいりまし
た。選手、役員を含めても100名程度の連盟ではありま
すが、それだけに、お互い切磋琢磨しながら一緒に頑
張ってきた選手や役員は、良き仲間でもあります。今後
は、本連盟を支えていただいた皆様とともに、日本そり
競技の方向性についてしっかり考えていきたいと思って
います。

長野市合気道協会 
副会長　関屋　住人

長野県ボブスレー ･リュージュ ･
　　　　　　　スケルトン連盟

事務局長　藤牧　博和
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　長野市で活動しております『青木島HOOPS』というミ
ニバスケットボールチームです。平成28年度までは、青
木島小・三本柳小・真島小・松代地区小学校の基本4校の小
学校で構成し、青木島ミニバスケットボール教室女子と
いう名前で活動しておりました。
　平成29年度より、JBA：日本バスケットボール協会、長
野県ミニバスケットボール協会の指針も変わり、4校以上

での活動もできるよう
になり、スポーツ少年
団への加盟と、チーム
のクラブ化を視野に入
れ、名前を変更し、活
動しております。最近

　平和を愛するお友だちづくりを目的に1997年7月1日創
設。健常・障がいの区分なし。同年12月橋本聖子元五輪
選手とエムウェーブ開館記念初滑り。幸運にもオリ･パ
ラ開閉会式の協力要請に、県内外クラブも動員しその役
目を果たした。クラブのコンセプトは、グローバル感覚
と体力向上及び考える力の熟成。その道具として、「ス
ポーツ」と「文化」を使用。
　親が児童に勧めるスポーツは車社会の現状から親の願
望に傾注。学年単位の義務教育は小中学校の先生の役
割。地域児童単位、義務教育範囲を超える好奇心旺盛な
児童および児童の秘めた能力を発掘し将来の進路をアド
バイスする仕事は地域指導者の役割。それを念頭に研

では、色々なスポーツ、習い事が増え、少子化や保護者様
の共働きなどの影響から、参加する人数も年々減少してお
りますが、1年生から6年生まで日々、練習をしています。
　バスケットボールは、球技の中で最も多く得点を入れる
事のできるスポーツで、誰が得点しても良い競技でもあ
り、プレーする者、観る者を楽しませてくれる競技です。
またプレー時間にも厳密なボールゲームであり、攻守の入
れ替えも速く、運動量の多い中で、精神的にも切り替えが
必要なスポーツです。勝敗を競う事は非常に大切な魅力で
はありますが、青木島HOOPSでは、子どもたちには、何
が何でも勝つという事を教え込むのではなく、チーム目標
でもある「夢への挑戦」に向かいながら、仲間と協力する大
切さ、ルールやマナー、思いやりの態度、時間を守らせる
などの習慣化を図り、将来、社会に貢献できる大人になる
ように、今後も活動を続けていきたいと思います。

究・開発しつつ、そして将
来の進路アドバイスにつ
なげようと切磋琢磨中。
　活動実績の一例：①文化を最終進路選択⇒東大･早稲田大
･神戸大、長野高等進学。②最終進路未選択⇒県スワンプ
ロジェクト（五輪の卵）に合格（中1スケート・小4スキー）。
　内外各種大会出場、小5絵画県展・中3書道読売新聞全国
展各入選、③その他⇒海外派遣、商品開発（スポーツ遊具
2点）、平和の架け橋2件（北朝鮮⇔日本⇔韓国、パレスチ
ナ⇔日本⇔イスラエル）、児童画で冬季国体応援引継ポス
ター（スケート山梨･スキー新潟へ）、2005年から平昌冬季
五輪招致応援活動（2011年2月、IOC視察団へ白馬村と当ク
ラブ小学生による招致嘆願書を現地平昌で手渡す。ヘンゲ
小へ白馬村小とスキー 4台と児童画贈呈。KOC・江原道・江
稜・平昌4機関へ長野冬季五輪資料を各1箱贈呈）。本年2/6
〜 18韓日等6大会に横断幕をリンク内に掲げ観戦・応援マ
ナー学習。本年3月小4全日本テニス北信越代表（千葉県）。
本年4月好奇心旺盛な児童が小学校の「児童会長」に。

青木島HOOPSスポーツ少年団
代表者　坂口　陽一

長野国際交流スポーツ少年団
指導者代表　髙橋　　寛
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平成29年度　賛助会員の皆様（10月～3月）
　当協会の事業にご賛同賜りました皆様の企業名・団体名・ご芳名を掲載し、紙面をもって厚く御礼申し上げます。

　平成29年度は、法人・個人合わせて185会員の皆様に本市スポーツの振興と当協会の活動にご支援いただき、誠にあり
がとうございました。平成30年度におきましても、引き続きご支援とご協力をいただきますようお願い申し上げます。

【法人会員】［敬称略・50音順］

株式会社共立プラニング 株式会社JVCケンウッド･公共産業システム長野システム営業所
一般社団法人長野市開発公社 長野市ゴルフ協会 長野市水泳協会
株式会社ホンダカーズしなの

【個人会員】［敬称略・50音順］

荒井　保雄 小林　靖志 下平　　嗣 髙木　修司 古田　新造 丸山　隆義

～ 賛助会加入のお願い ～
　当協会では、長野市が掲げる「スポーツを軸としたまちづくりの推進」に取り組
み、アスリートの育成や各スポーツ大会、さらにはスポーツ教室の開催など大勢の
市民の皆様にスポーツに親しんでいただいております。
　つきましては、長野市のスポーツ振興の趣旨にご賛同いただき、賛助会員として
本市スポーツ振興の活動をご支援いただきますようお願いいたします。
❖ 会員の皆様には
　・オリジナルハンドタオルを差し上げます。
　・年2回発行の広報紙をお送りします。
　・ご希望により広報紙やホームページに企業名･団体名･ご芳名を掲載いたします。

公益財団法人長野市スポーツ協会
〒380–8512 長野市大字鶴賀緑町1613番地

☎ 026–224–5088　FAX 026–224–8464　E-mail  info@nagano-taikyo.jp

平成29年度　〈下半期〉 事業報告

10/22（日）長野県スポーツ少年団北信地区
競技別交流大会卓球競技（大豆島体育館）

11/21（火）スキルアップ研修会
（若里市民文化ホール）

2/18（日）長野市スポーツ少年団運動適性テスト
〈後期〉（豊野体育館）

会 議 報 告
10月19日（木） 総務専門委員会（第2回）
10月25日（水） 理事会（第4回）
1月30日（火） 総務専門委員会（第3回）
2月8日（木） 理事会（第5回）
3月8日（木） 事業推進専門委員会（第3回）
3月16日（金） 総務専門委員会（第4回）
3月22日（木） 理事会（第6回）
3月23日（金） 役員等候補選出委員会（第6回）

事 業 報 告

10月22日（日） 長野県スポーツ少年団
北信地区競技別交流大会卓球競技

11月21日（火） スキルアップ研修会

1月25日（木） 第73回国民体育大会冬季大会長野市壮行会

1月25日（木） 情報交換会（新年会）
2月3日（土）～

6日（火） 第38回全国中学校スケート大会運営支援

2月18日（日） 長野市スポーツ少年団運動適性テスト〈後期〉

3月22日（木） 長野市スポーツ協会表彰式


